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中間期業績予想（連結・単独）の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年１月 11 日の決算発表時に公表した平成 17 年
11月期（平成 16年 12月１日～平成 17年 11月 30日）の中間期業績予想を下記のとおり
修正いたしましたので、お知らせいたします。 
なお、通期業績予想の修正に関しましては、連結・単独ともに現時点では未定であり、

平成 17年７月 11日に予定する中間決算発表時に公表する予定であります。 
 

記 
 
１．中間期の業績予想数値の修正（平成 16年 12月１日～平成 17年５月 31日） 
（連結）                          （金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 中間（当期）純利益 
前回発表予想（Ａ） ２２３，７００  ６，６００  ２，８００  
今回修正予想（Ｂ） ２２５，２００  ５，６００  ２，２００  
増 減 額（Ｂ）－（Ａ） １，５００  △１，０００  △  ６００  
増 減 率（％） ０．７％  △１５．２％  △２１．４％  
（ご参考）前中間期実績 ２０５，７８９  ８，２０９  ３，４７８  
 
（単独）                          （金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 中間（当期）純利益 
前回発表予想（Ａ） １１８，０００  ４，０００  ２，２００  
今回修正予想（Ｂ） １１５，８００  ３，６００  ２，０００  
増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △２，２００  △  ４００  △  ２００  
増 減 率（％） △ １．９％  △１０．０％  △ ９．１％  
（ご参考）前中間期実績 １１７，３４５  ４，９１３  ２，６７９  
 
２．修正の理由 
当中間期の連結業績は、売上高は概ね前回発表の予想数値並みを見込んでいるものの、

主原料である鶏卵の相場が、稼動羽数の回復が遅れたことから予想以上に高値で推移した

ことに加え、惣菜・サラダの主原料である野菜の高騰なども相俟って、経常利益について

は５６億円、中間純利益は２２億円と、前回発表の予想数値を下回る見込みであります。 



 ２

単独業績につきましても、売上高については概ね前回発表の予想数値並みとなる見込み

ですが、鶏卵相場の高止まりなどの影響から、利益面では前回発表の予想を下回り、経常

利益については３６億円、中間純利益は２０億円となる見込みであります。 
なお、当中間期のマヨネーズ・ドレッシング事業については、比較的順調に推移してお

り、ドレッシングの拡大や販促金の効率的な運用などにより、利益面でも当初の見通しを

上回ることを見込んでおります。 
 
＜ご参考＞ 
 平成 17年 11月期の配当金につきましては、現在のところ、当初計画どおり中間配当金、
期末配当金ともに１株当たり６円 50銭（年間配当金 13円）を予定いたしております。 
 
 
（注）上記の予想は、本日現在における入手可能な情報および業績に影響を与える不確実

な要因に係る仮定を前提としており、実際の業績は様々な要因で予想と異なる結果となる

可能性があります。 
 

                                   以 上 


